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被災者の皆様へお見舞い申し上げます。 

平成２３年３月１１日１４時４６分マグニチュード９．０ 

という東日本大震災により、地震と津波が発生しました。 

亘理町においては、国道６号以東大変な被害にあいました。 
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 現在、被害状況を亘理町はじめ自衛隊などの各関係団体等で調査中です。 

各避難所に避難されている皆様方は大変不便な生活をされていると思います。 

 吉田西部地区まちづくり協議会は何か皆様方にお手伝いを出来る事はないかと考えております。 

悩み、ご意見、ご相談等のある方は、是非協議会へご連絡下さい。当協議会としましては、 

皆様方と町、各種団体との連絡、調整をはかり、活動してまいりたいと思います。 



Ｅメ ー ル ：   wa.tukuri.ys@iaa.itkeeper.ne.jp  

             

 震災から５日目、吉田西部地区でも電気が使えるようになりました。 

私は、幼稚園バスに乗って流され、行方不明になった娘の写真入り 

捜索ポスターを作り、亘理町と山元町の本部、避難所、病院などに 

貼らせて頂きました。そのような中で、吉田支所の消防団の詰所にも 

ポスターを貼らせて頂けないかお願いに行きました。 
 

 当時、吉田支所は、瓦礫と積み重なった車に囲まれ、中に誰かいる 

雰囲気ではなかったのですが、中に入ると多くの消防団員の方々が 

いらっしゃいました。  

 状況説明して、ポスターを貼らせて頂ける事になりました。その時、娘と同じ幼稚園に通っている子がいると 

いう父兄の方や、たくさんの消防団員の方々にやさしい言葉をかけて頂きました。 
 

 その後、『娘さんに似た子供が発見されましたよ。』と電話を頂き、毎日、幼稚園付近の瓦礫の中、わが子を 

探していた私は、 『 消防団の方々も気にかけてくれている。 』 と、とても心強く、ありがたく思いました。 

 後で、話を伺うと、消防団員の中にも、奥さんと子供と母親の３人を津波で亡くされながらも、みんなのために 

一生懸命捜索活動をしていた人もいたと聞き、涙が溢れました。消防団員の方々本当にありがとうございました。 
 

 亘理町には、亘理分団・吉田分団・逢隈分団・荒浜分団があり、吉田分団は、１部が吉田西部地区、２部が南 

の浜、３部が大畑浜や長瀞浜などの北の浜の３つの部に分かれているそうです。災害が起こると召集用のサイ 

レンが鳴り、携帯電話にも連絡が入り、消防団員は仕事を中断してかけつけなければならないそうです。役割も 

津波警報が出たらすぐに水門をしめに行く係や避難民を誘導する係など、初めから駆けつける場所や役割が 

決められているそうです。 
 

■ 吉田分団長さんに津波当日の事を聞いてみました。 

 吉田分団長さんは、団員と共に吉田東部地区の住民に一生懸命声掛けをして避難を呼びかけ、その後津波 

 がやってきて、避難してきた人々と共に吉田支所に孤立したそうです。連絡も何も取れない中、寝たきりの人 

 や車いすの人も毛布など利用して二階の奥の部屋へ案内したり、次の日の朝には、食糧が無くてパニックに 

 ならないかと思い、消防団員の方が一生懸命冷たい水の中を食料をとりに行ったそうです。 

 『 捜索活動中は、お母さんが赤ちゃんをだっこしたままの姿で発見されたり、前の日発見したお母さんの手が 

 届きそうなところで、次の日３歳くらいの子供が見つかったり、本当にかわいそうだった。今まで災害に見舞わ 

 れた事の無いこの町で、こんな事になるとは思わなかった。 』 
 

  『 今後は、地震が起こったら、津波警報が出る前に高台に逃げろ！それが一番！ 

                        もし津波がこなくとも命が助かればそれでよしです。 』 
 

 もし、あの時、地震が起きてすぐに幼稚園バスに園児を全員乗せて、山元町役場に避難していれば、 

生き残った子供達も誰も怖い思いをしなかった…。もし、最初に、『災害時のお渡しは、山元町役場で。』と 

決まっていれば、保護者も安心して安全な場所に迎えに行けたと思います。 
 

 私もこの震災を経験して、事前の防災訓練、防災計画が災害時の生死を分けると身に染みて感じました。 

                                                          私達一人一人の家庭でも、こんな時はどうする？どこで合う？  

                         連絡はどうする？といった話し合いをしておく必要があると思いました。 

                                                          吉田分団の皆様本当にありがとうございました。 

                         私達の町は、素敵な地元消防団によって守られていると感じています。 

                                                                

                                                                                                        （ 事務局 ： 髙橋 ひろみ ） 

  



◆吉田小学校救護室 スタッフの活動◆ 
常駐している医療チームのスタッフは、岐阜県医療チームから医師１名 

・看護師２名・薬剤師１名と、事務１名の５名、その他に、保健師さん、 

宮城県予防医学協会から２～３名、日本助産師会から１名～２名。 

約１週間交代で、きてくれています。 
 

■ 困っていることは？ 
高血圧の方・血糖値の高い方が多く、血糖値が高い方は、風邪も長引いています。食事の内容が甘いパンが多く、

血糖値のコントロールが難しいです。また高齢者が多く、環境が変わることが原因で痴呆が進んでいる方が多い

です。痴呆が進んでしまった方は、グループホームなどの施設に移動するよう手配をしています。ケアとしては、

家族や知人が出来るだけそばにいてあげる事。環境が変わっても家族・知人がいてくれれば、それだけで安心で

きます。そういう人さえいない方は、本当に厳しい状況です。痴呆症の人はなるべく、体を動かす。お散歩に

行ったり、めりはりをつける生活をまわりの人が心がけて、出来れば作業的なものもできると、いいと思います。 

避難所が何回も変わって、適応できないのが現状です。 
 

■ 子供たちの心のケアについて 
                   東北大学の心のケアチームというのが定期的にきてくれています。 

                  子供達もだいぶ落ちついてきていますが、甘えが強くなったり、ぐず 

                  りがひどくなったりと赤ちゃん返りのような子もいます。日中は元気 

                  に遊んでいますが、疲れがでてきて、時々高熱出す子もいます。 

                  子供達の心のケアとしては、スキンシップが一番。 

                  いっぱい抱っこしてあげて、いっぱい触ってあげて、皮膚を通して、 

                  子供に伝わるものがあります。無理に子供の気持ちを引き出すよりも、 

                  自然と出てくる言葉を聞いてあげるとよいそうです。 
 

                  また、絵を描くことで、子どもたちが心の奥の思いを表現する、 

                  心のケアもあると思います。その絵の中のものを指差して、 

                  一緒にお話してあげるだけでも きっと子供たちのストレスを和ら 

                  げてあげられると思います。 体に優しく触れてあげる…という様な 

                  スキンシップと同様に心にも寄り添ってあげる、共感してあげる… 

                  という事も子供たちには嬉しい事なのではないかと思います。  

■ 大人の心のケアについて 
少しずつ誰かに話を聞いてもらう機会があるのが一番いいと思います。まわりの人でもいいし、同じ境遇の人が

いて話しずらいなら、東北大学の心のケアチームを利用するのもいいと思います。無理に振り返らず、自然に自

分の気持ちがでてくるように、泣きたくなった時に泣ければいいし、泣ける環境、気持ちを全部出せる環境があ

るといいです。がんばらなくていいから、大丈夫だよと言ってくれる人がそばにいてくれるだけで違います。 
 

◆お母さん達の声◆ 
子供達の衛生面が心配です。吉田小学校避難所に４月１２日、仮設シャワーが届きました。それでも、やっぱり

お風呂が必要です。『湯船にゆったりつかり、ストレスをやわらげてあげたい。』『学校も始まるので、いじめ

にあわないよう清潔にして学校に通わせてあげたい。』そんな声もありました。 

 

  

  

  

     メニューは、“頭”と“腕”と“こころ”を使って考えています。 
 

 ４月８日現在、約４００名の方が吉田小学校にて避難生活をしています。一番多い時で２０００名。被災者

である、お母さん達が中心になって温かい食事を作ってくれています。最初は子供達におなかがすいたと言わ

れ始まったそうです。その後、次々に助けだされてきた人達に、おにぎりと温かいみそ汁を提供してくれまし

た。『農家から野菜、消防団から米をもらって、続けてくることができた。』『被災者は、だからといって支

援を受ける側だけではいけない。自分よりもっとつらい思いの人がいると常に思っていてほしい。自分だけが

つらいわけじゃない。そうすると、となりの人を助けようとか、動けない人を介助しようとか、そういうこと

が、自分自身の心をも救う事になると思う。』と力強い言葉を頂きました。震災だからこそ感じる人の温かさ、

もののありがたさ。被災者も被災者ではない人も、いま自分にできることを考え、どんなに小さな事でも、誰

かの為に・・そんな想いがあれば、亘理町は前よりもっといい街になっていくと信じています。みんなで力を

合わせ、がんばりましょう！！ 

 



　

　

現在、約２００名のボランティアが、町内を含め、北は北海道、南は鹿児島から駆けつけてきてくれてい。 

  

 

  

 

      

              「力とやる気さえあれば、誰でもできます。 

       亘理町を愛する町民にこそ参加をお願いしたい。」 
                                亘理町災害ボランティアセンター 

                           佐藤寛子センター長 より 

県外からのボランティアのテント村。 

車中泊も多数います。 

千葉県からきました。障害者支援をして 

いるので、お役にたてればと思います。 

 

みんな亘理です。学校が５月まで 

休みなので、それまで続けたい。 

みんな亘理。高校生です。 

今日で７軒目。 

 

寄せ集めだけど、 

まとまりが良い♪ 

作業中にみつけた写真は、

きれいにしてから警察署 

に届けています。 

 
 
◆内容 ： ①家屋の片付け 

     （β家屋への立入りが安全と確認されたところに限ります。） 

       ②ボランティアセンターの運営 

◆年齢等 ： 中学生以上の男女 

◆時 間  ：  ９：００～１５：３０ 

◆持ち物 ：  水・弁当・軍手など 各自ご持参下さい。 

 
 
 

◆ボランティアに対する謝礼や食事の提供は必要ありません。 

◆活動時間は９：００～１５：３０です。 

 

 ■ 問合先 ： 亘理町災害ボランティアセンター 

           （ 亘理警察署向い武道館 ） 

     ＴＥＬ ： ０８０－４０７６－１９０６      

       ＴＥＬ ：   ０９０－６８５３－１０９７  

現在、約２００名のボランティアが、町内を含め、北は北海道、南は鹿児島から駆けつけてきてくれています。  

それでも、町内からの参加者は半分以下です。亘理町が大好きな方、あなたの力が復興のために必要です！ 

 ᾍ Ⱳ ʣ  
 

   亘理警察署では、通常の警戒に加えて警視庁や宮城県県警本部の協力を得て、 

   避難所への立ち寄りや深夜のパトロールを強化しています。 

   街頭でお会いしましたら、お気軽にお声がけ下さい。 
 

  ˞ ό     
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運転免許証の有効期限が平成２３年３月１１日から８月３０日までの更新者は、８月３１日まで引き続き 

運転する事ができます。（８月３１日までに更新手続きをしてください。） 

詳しくは、宮城県警のホームページで確認できます。 http://www.police.pref.miyagi.jp/ 
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     太齋  博志 

  警 部 補 


